
（別紙３）

平成28年度 指定管理者業務実績シート

作成年月日 平成29年 6月12日

部 椴法華支所 課 産業建設課

施設名・所在地 函館市ホテル恵風 （函館市恵山岬町61番2号）

設置条例 函館市地域温泉施設条例

指定管理者名 株式会社椴法華振興開発 指定期間 平成28年4月1日～平成31年3月31日

指定管理者の特別 選定 公 募

な要件 区分 非公募

設置目的 平成9年4月に国土庁（現国土交通省）過疎地域活性化推進モデル事業（道南オアシス「ホッ

ケの里」）中核事業の目的遂行のため（漁業と観光共生を柱に若者定住，地域の産業活性化）

設置年月 平成9年10月1日 建設費 1,718,486千円

構造規模等 鉄筋コンクリート造地下1階地上3階建（延べ床面積3,819.49㎡）

耐用年数 50年

開館時間 開館時間：24時間

休館日等 休館日等：2月第2週2日間

料金体系 下記金額の範囲内（いずれも1人1泊の料金）

和室・洋室 12,420円 特別和室 13,500円 和洋特別室 14,580円

※利用料金制の採用 ■有 ・ □無

１ 指定管理者が行う業務の内容および実施状況

(1)管理業務

ホテル恵風の下記に関する業務

ア．使用許可等に関する業務

イ．維持管理に関する業務

ウ．その他函館市が定める業務

２ 市民サービス向上のためのその他の取り組み実績

宿泊者を対象に自宅等までの無料送迎バスを運行



３ 市民ニーズの把握の実施状況

利用者アンケートの実施（毎年4月から翌年3月まで）

方法 利用者にアンケート用紙を配布

主な意見 運転手の対応が良かった

ホテルの周りの草木の手入れがよく行き届いていて気持ちが良い

従業員の笑顔がすばらしい。癒やされる。

子供用の浴衣やスリッパ等の準備が出来ていない

壁紙等のはがれが気になる

お風呂の温度調節が適切でない

４ 施設の利用状況（利用者数，稼働率など）

・平成28年度の月別利用者数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

利用者数 4,639 7,164 4,720 5,322 6,615 5,553 5,847 4,269 3,668 3,937 2,853 3,893 58,480

・年度別利用者数等（単位：人・千円） ← 指 定 期 間 →

平成 年度 平成 年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

利用者数 58,480

使用料収入 176,523

５ 指定管理者の収支状況 ← 指 定 期 間 →

（単位：千円）

平成 年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

収入 委託料

利用料金収入 176,523

その他収入 1,196

計 177,719

支出 売上原価 48,399

売上総利益 129,320

人件費 72,387

水道光熱費 22,187

委託料 13,028

修繕費 1,935

広告宣伝費 3,503

事務費 881

その他の支出 26,431

計 188,751

収支 △11,032

当該施設の利用者一人当

たり税金投入コスト 0



６ モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況

モニタリングで実施している業務報告,定期報告書の確認，実地調査を行った結果適正に業務が処理されている。

７ 指定管理者に対する評価

① 指定管理者の自己評価

区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応

業務の履行 □Ａ 協定書に基づき，各種業務を適正に執 少ない予算で老朽化した施設をいかにし

状況 ■Ｂ 行した。 て維持していくか,また,少ない人員で,い

□Ｃ かに利用者の満足度を上げるかが課題。

□Ｄ

サービスの □Ａ 利用者アンケートに寄せられた苦情,要 求人に対しての反応が少なく標準的な接客のｽｷﾙを

質の状況 ■Ｂ 望に速やかに応えた。 持った人材も少ないこの地において,いかに教育をし

□Ｃ ていくかが課題。ｱﾝｹｰﾄを通してお客様の意見を汲ん

□Ｄ で教育に活かし,更なるｻｰﾋﾞｽ向上を図りたい。

団体の経営 □Ａ 事業収支,経営状況の今後に注意を要す 顧客情報を元にリピーター確保に努める

状況 ■Ｂ る。 とともに広告媒体やインターネットを活用

□Ｃ し,新規顧客の取込みにも注力,併せて経費

節減で収益性を高め,健全経営を図る。

② 市の指定管理者に対する実績評価

区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応

業務の履行 □Ａ 業務の履行項目に基づき管理業務等が 利用者の増加を図るため宣伝営業および自

状況 ■Ｂ 適切に行われている。 主事業の実施に努める必要がある。

□Ｃ

□Ｄ

サービスの □Ａ 食事の質や従業員の接遇などについて 利用者の意見等により一層迅速かつ的確に

質の状況 ■Ｂ は,利用者からの評価は高い。 対応するなど,さらなるサービスの向上を

□Ｃ 図る必要がある。

□Ｄ

団体の経営 □Ａ 経営状況の安全性は確保されているが, さらなる営業活動に努めるとともに,経費

状況 ■Ｂ 初年度は赤字決算となっている。 等の縮減を行い,収益性を高めなければな

□Ｃ らない。

◎「業務の履行状況」「サービスの質の状況」
Ａ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。

Ｂ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。

Ｃ 協定書の遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，課題がある。

Ｄ 協定書や事業計画書に不履行がある。または，業務水準を満たしていない。

◎「団体の経営状況」
A 事業収支，経営状況に問題はない。

B 事業収支，経営状況の今後に注意を要する。

C 事業収支，経営状況に早急な改善を要する。


